
　

２
月
７
日
（
土
）
12
時
か

ら
、
恒
例
の
東
京
四
極
会
新

年
会
を
60
名
の
参
加
を
得
て

新
日
鐵
代
々
木
倶
楽
部
で
開

催
し
た
。
大
分
の
四
極
会
本

部
か
ら
は
新
た
に
就
任
さ
れ

た
四
極
会
会
長
石
川
公
一
氏

を
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
た
。

　

司
会
は
大
坪
孝
幸
事
務
局

次
長
（
第
55
回
）
が
担
当
。

松
浦
隆
志
事
務
局
次
長
（
第

47
回
）
に
よ
る
開
会
の
辞
で

新
年
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ま

ず
姫
野
易
之
理
事
長
（
第
44

回
）
が
挨
拶
に
た
っ
た
。

姫
野
理
事
長
挨
拶

「
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
る
。
最
近
は
、
原
油
価
格

の
大
幅
下
落
、
政
府
が
誘
導

す
る
賃
上
げ
、
国
で
は
な
い

イ
ス
ラ
ム
国
の
出
現
な
ど
、

今
ま
で
と
は
異
な
る
状
況
が

生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
中
で
本
日
の
新
年
会
を
迎

え
た
。
東
京
四
極
会
の
会
員

構
成
は
20
〜
30
年
代
か
ら
中

心
が
40
年
代
に
移
っ
て
い
る
。

そ
の
後
の
50
年
、
60
年
代
の

活
躍
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
別
の
課

題
と
し
て
、
長
年
、
浦
崎
貞

治
氏
（
第
46
回
）
の
会
計
事

務
所
に
東
京
四
極
会
の
事
務

所
を
置
か
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
そ
ろ
そ
ろ
次
の
移
転
先

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
。
実
質
１
坪
程
度
の

場
所
を
お
借
り
し
た
い
が
、

ど
な
た
か
会
員
の
ご
関
係
で

お
願
い
で
き
る
方
が
お
ら
れ

れ
ば
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
た

い
。
本
件
は
、
と
に
か
く
何

ら
か
の
対
応
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
四
極
会
の

本
部
ベ
ー
ス
で
は
、
今
年
の

４
月
に
全
学
部
の
Ｏ
Ｂ
会
に

よ
る
連
合
会
発
足
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
詳
細
は
の

ち
ほ
ど
ご
挨
拶
い
た
だ
く
石

川
四
極
会
会
長
か
ら
お
話
を

い
た
だ
け
る
と
思
う
」

　

続
い
て
、
石
川
新
四
極
会

会
長
が
自
己
紹
介
の
あ
と
、

同
大
分
大
学
全
同
窓
会
を
横

通
し
し
た
連
合
会
組
織
を
本

年
４
月
１
日
付
で
結
成
す
る

予
定
で
あ
る
こ
と
、
経
済
学

部
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け

た
準
備
を
始
め
る
こ
と
、
大

学
の
今
後
の
動
き
と
し
て
、

２
０
１
８
年
問
題
（※

）
を

背
景
と
し
た
、
教
育
福
祉
学

部
の
見
直
し
を
行
お
う
と
し

て
い
る
こ
と
、
加
え
て
、
経

済
学
部
、
工
学
部
も
新
し
い

学
部
の
あ
り
方
を
模
索
し
て

い
る
こ
と
な
ど
も
紹
介
い
た

だ
い
た
。
（※

大
学
に
進
学

す
る
18
歳
の
人
口
が
18
年
こ

ろ
か
ら
減
少
に
転
じ
る
社
会

今
後
の
予
定
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鐵
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－大分大学経済学部昭和39年度卒業生 四極三九会５０周年記念東京大会－

　

昭
和
39
年
卒
業
の
同
期
生

に
よ
る
「
四
極
三
九
会
50
周

年
記
念
全
国
大
会
」
が
平
成

26
年
11
月
17
日
、
秋
晴
れ
の

好
天
の
も
と
、
東
京
・
港
区

の
ホ
テ
ル
・
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹

芝
で
開
催
さ
れ
、
群
馬
か
ら

沖
縄
に
至
る
全
国
各
地
か
ら

44
名
も
の
仲
間
が
集
ま
っ

た
。
今
回
は
、
大
分
・
別
府

で
開
催
さ
れ
た
前
回
大
会
に

続
く
２
年
ぶ
り
の
全
国
大
会

で
あ
り
、
さ
ら
に
同
期
の
女

性
２
名
の
参
加
も
あ
っ
て
大

会
に
花
を
添
え
た
。
午
後
６

時
か
ら
小
迫
邦
彦
君
の
名
司

会
で
懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。

地
元
幹
事
団
10
余
名
を
代
表

し
て
佐
藤
泰
久
君
か
ら
出
席

者
に
対
す
る
歓
迎
の
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
は
る
ば
る
沖

縄
か
ら
参
加
し
た
牧
野
浩
隆

君
か
ら
、
こ
の
10
年
間
本
部

四
極
会
会
長
職
の
重
責
を
見

事
果
た
し
た
同
期
の
相
良
浩

君
へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、

佐
藤
代
表
か
ら
相
良
君
に
記

念
の
品
が
手
渡
さ
れ
た
。
こ

　

東
京
四
極
囲
碁
会
は
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
３
か
月
ご
と
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
対
戦
は
段
級

位
で
は
な
く
点
数
を
つ
け
、

点
数
差
に
よ
っ
て
ハ
ン
デ
ィ

が
決
ま
り
ま
す
。
点
数
は
各

自
の
申
告
に
よ
り
ま
す
の
で
、

当
初
は
有
利
・
不
利
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
勝
つ

と
点
数
が
１
点
増
え
、
負
け

る
と
１
点
減
り
ま
す
し
、
優

勝
す
る
と
10
点
増
え
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
対

局
を
重
ね
る
こ
と
で
適
正
な

点
数
に
収
斂
す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
最
近
の
囲
碁
会
で

の
優
勝
者
、
準
優
勝
者
は
以

下
の
方
々
で
す
。

◎
８
月
30
日　

優
勝　

葛
城

　

征
志
氏
（
第
41
回
）　

　

準
優
勝　

該
当
者
な
し

◎
12
月
13
日　

優
勝　

中
里

　

利
男
氏
（
第
37
回
）　

　

準
優
勝　

田
中
典
明
氏

（
第
48
回
）

　

そ
の
他
の
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
以
下
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

弓
部
義
繁
（
第
29
回
）、
栗

原
久
州
男
（
第
32
回
）、
後

藤　

浩
（
第

33

回
）、
渕

光

太
郎
（
第
33
回
）、
簑
部
源

治
（
第
37
回
）、梅
谷
覚
雄
（
第

38
回
）、
大
石
勝
（
第
40
回
）、

松
浦
靖
弘
（
第
41
回
）、
吉

光
忠
興
（
第
44
回
）、
溝
邊

憲
治
（
第
44
回
）、
豊
田
秀

造
（
第
50
回
）、松
岡
幸
秀
（
第

52
回
）

　

会
場
は
、
渕
光
太
郎
氏
の

お
世
話
に
な
り
、
赤
坂
囲
碁

サ
ロ
ン
を
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
２

０
１
４
年
12
月
末
で
閉
鎖
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
２
０
１
５
年
か

ら
は
多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
の

行
か
れ
て
い
る
新
宿
囲
碁
セ

ン
タ
ー
で
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
新
宿
囲
碁
セ

ン
タ
ー
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の

囲
碁
講
座
も
行
わ
れ
て
お
り
、

Ｏ
Ｂ
の
田
中
氏
が
講
師
も
さ

れ
て
い
ま
す
。
囲
碁
会
の
あ

と
に
は
懇
親
会
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
ち
ら
が
楽
し
み

で
参
加
下
さ
っ
て
い
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
初
心

者
を
含
め
囲
碁
会
参
加
者
は

大
歓
迎
で
す
の
で
、
参
加
ご

希
望
の
方
は
、
四
極
会
事
務

局
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

大
分
大
学
経
済
学
部
と
変
遷

し
て
行
く
中
で
初
め
て
本
格

的
な
東
京
四
極
会
会
員
名
簿

を
整
備
し
よ
う
と
な
り
、
私

が
命
を
受
け
て
当
時
の
新
型

ワ
ー
プ
ロ
に
卒
業
年
理
事
が

ま
と
め
た
名
簿
を
打
ち
込
ん

だ
。
出
来
上
が
っ
た
名
簿
原

稿
を
野
口
さ
ん
の
会
社
で
印

刷
し
て
配
布
し
た
。
発
送
業

務
は
会
社
に
サ
ー
ビ
ス
し
て

頂
い
た
。
私
は
打
ち
込
み
作

業
の
お
蔭
で
会
員
の
お
名
前

を
熟
知
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

会
員
名
簿
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
も

同
窓
連
携
に
大
い
に
活
用
さ

れ
た
。
今
は
個
人
情
報
管
理

面
か
ら
名
簿
の
出
番
が
な
い

よ
う
で
、
名
簿
作
り
の
煩
雑

さ
を
懐
か
し
む
と
い
さ
さ
か

寂
し
い
。

　

名
簿
整
備
後
の
会
員
動
静

を
伝
え
る
媒
体
と
し
て
不
定

期
の
新
聞
発
行
が
提
議
さ
れ

た
。
理
事
各
位
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
ワ
ー
プ
ロ

に
打
ち
込
み
、
野
口
さ
ん
の

会
社
の
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
て

レ
イ
ア
ウ
ト
を
決
め
、
輪
転

機
に
か
け
て
頂
い
て
タ
ブ
ロ

イ
ド
版
の
「
東
京
四
極
だ
よ

り
」
が
誕
生
し
た
。
編
集
打

ち
合
わ
せ
時
に
は
必
ず
ビ
ー

ル
が
理
事
長
か
ら
出
さ
れ
て

喉
を
潤
し
た
。

　

ほ
ど
な
く
文
芸
セ
ン
ス
に

溢
れ
た
安
藤
幸
生
さ
ん
が
編

集
を
担
当
、
今
に
つ
な
が
る

本
格
的
新
聞
に
脱
皮
さ
せ
た
。

野
口
さ
ん
の
会
社
は
中
目
黒

駅
に
近
い
便
利
な
場
所
に

あ
っ
て
、
喜
子
夫
人
の
名
を

冠
し
た
「
三
喜
美
術
印
刷
」

と
称
し
、
野
口
さ
ん
の
愛
妻

ぶ
り
が
窺
え
た
。
工
場
に
は

高
価
な
西
ド
イ
ツ
製
の
オ
フ

セ
ッ
ト
機
が
並
び
、
精
密
機

械
関
係
の
得
意
先
が
多
い
と

伺
っ
た
。

　

こ
の
頃
か
ら
会
費
を
集
金

制
か
ら
銀
行
振
込
に
変
え
る

お
願
い
を
展
開
す
る
こ
と
と

し
、
卒
業
年
次
別
理
事
会
を

定
期
的
に
開
く
こ
と
に
決
め

て
意
思
疎
通
を
図
り
つ
つ
、

名
簿
に
基
ず
く
会
費
振
込
の

確
認
を
進
め
た
。
理
事
長
の

旗
振
り
で
財
政
安
定
化
の
道

が
定
着
し
た
。

　

幹
事
会
は
、
野
口
さ
ん
の

会
社
の
会
議
室
や
、
住
友
の

増
田
て
つ
（
吉
の
字
を
二
つ

並
べ
た
文
字
）
三
先
輩
に
お

願
い
し
て
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル
を
利
用
さ
せ
て
頂
い
た
。

そ
の
頃
す
で
に
会
員
の
主
力

は
、
高
商
か
ら
経
専
に
移
り
、

さ
ら
に
経
専
か
ら
新
制
大
学

卒
が
多
く
を
占
め
る
よ
う
な

時
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
た
。

い
ろ
ん
な
活
性
化
の
方
途
が

開
け
運
営
が
軌
道
に
乗
っ
て

き
た
頃
、
毎
年
の
総
会
で
役

員
改
選
が
諮
ら
れ
る
折
、
続

投
の
お
気
持
ち
に
見
受
け
ら

れ
た
野
口
さ
ん
か
ら
ご
下
問

が
あ
っ
た
。
前
々
任
者
が
十

数
年
理
事
長
職
を
手
放
さ
な

か
っ
た
故
に
会
員
の
多
く
が

大
卒
な
の
に
ト
ッ
プ
が
高
商

に
な
っ
て
い
る
。
「
そ
ろ
そ

ろ
経
専
卒
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
て
若
返
り
に
弾
み
を
つ
け

る
の
は
如
何
？
」
と
進
言
し

た
ら
Ｏ
Ｋ
が
出
て
、
経
専
の

エ
ー
ス
前
川
徹
朗
理
事
長
が

誕
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

野
口
さ
ん
前
の
理
事
長
お
二

人
は
、
退
任
後
は
一
度
も
お

見
か
け
す
る
こ
と
が
な
い
冷

め
た
感
じ
だ
っ
た
が
、
野
口

さ
ん
は
新
年
会
・
総
会
に
皆

勤
さ
れ
た
記
憶
が
あ
り
、
四

極
会
に
寄
せ
ら
れ
た
思
い
の

深
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

新
理
事
長
の
前
川
さ
ん
も

若
返
り
が
良
策
と
さ
れ
、

早
々
と
荒
木
襄
さ
ん
に
出
馬

を
願
い
、
以
来
、
一
万
田
道

敏
さ
ん
、
姫
野
易
之
さ
ん
に

な
っ
て
現
在
に
至
る
の
は
ま

さ
に
ご
同
慶
の
至
り
に
思
う
。

事
務
所
費
用
の
合
理
化
、
会

員
名
簿
の
発
行
、
卒
業
年
理

事
会
の
定
例
化
、
機
関
紙

「
東
京
四
極
だ
よ
り
」
の
創

刊
、
会
費
の
振
込
制
導
入

等
々
ま
さ
に
東
京
四
極
会
中

興
の
祖
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い

改
革
と
組
織
化
を
果
た
さ
れ

た
野
口
理
事
長
の
ご
功
績
は

東
京
四
極
会
の
歴
史
に
燦
然

と
輝
く
。

　

い
ま
訃
報
を
前
に
し
て
心

か
ら
賛
辞
を
送
り
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
た
い
。

囲
碁
会
幹
事
・
松
岡
幸
秀
（
第
52
回
）

東
京
四
極
囲
碁
会
だ
よ
り

大
学
卒
業
50
周
年
を
祝
い

全
国
大
会
を
東
京
で
開
催

大
学
12
回
（
三
九
会
）
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南　

堅(

36
回)

平
成
26
年
２
月
14
日

内
田　

烈(

40
回)

平
成
26
年
８
月
17
日

野
口　

旦
夫(

19
回)

平
成
26
年
９
月
８
日

前
川　

徹
朗(

24
回)

平
成
26
年
10
月

碇　

照
美(

25
回)

平
成
26
年
11
月

江
藤　

浩
一(

38
回)

平
成
26
年
11
月
20
日

伊
藤　

英
二(

32
回)

平
成
26
年
11
月
27
日

中
原　

時
信(

35
回)

平
成
26
年
12
月
18
日

れ
に
こ
た
え
る
形
で
、
相
良

君
か
ら
こ
の
10
年
間
の
四
極

会
会
長
と
し
て
の
思
い
出
話

が
縷
々
披
露
さ
れ
た
。
し
ば

ら
く
歓
談
の
あ
と
、
阿
部
浩

君
、
南
条
宏
君
、
紅
２
点
の

金
子
祥
子
さ
ん
、
首
藤
静
子

さ
ん
、
さ
ら
に
村
上
秀
義
君

ら
各
代
表
か
ら
大
学
時
代
を

懐
か
し
ん
だ
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
の
ス
ピ
ー
チ
や
歌
唱
の

披
露
が
あ
っ
た
。
懇
親
会
の

最
後
は
、
東
節
信
の
指
揮
で

全
員
肩
を
組
ん
で
校
歌
、
寮

歌
を
斉
唱
し
、
中
締
め
は
猿

渡
信
正
君
と
藤
原
宏
章
君
に

よ
っ
て
行
わ
れ
、
３
時
間
に

及
ぶ
楽
し
い
全
国
大
会
初
日

は
お
開
き
と
な
っ
た
。

■
出
席
者
（
敬
称
略
）

赤
松
常
好
、
阿
南
次
隆
、
阿
部

浩
、
有
松
英
俊
、
泉
幸
彦
、
伊

東
利
雄
、
梅
崎
正
人
、
大
町
尚

夫
、
金
子（
旧
姓
江
口
）祥
子
、

加
藤
凱
章
、
川
野
宏
之
、
草
留

徳
三
郎
、
久
保
一
年
、
小
迫
邦

彦
、
相
良
浩
、
佐
々
本
孝
文
、

佐
藤
泰
久
、
猿
渡
信
正
、
首
藤

（
旧
姓
工
藤
）
静
子
、
重
岡
洋

昭
、
重
松
恒
夫
、
田
熊
勝
二
、

武
下
孝
治
、
田
中
和
夫
、
千
葉

親
、
土
屋
義
方
、
中
島
龍
樹
、

南
条
宏
、
早
川
国
光
、
東
節

信
、
広
井
洋
介
、
藤
井
恭
一
、

藤
原
宏
章
、
本
多
廣
、
牧
野
浩

隆
、
松
田
洋
三
郎
、
宮
本
龍

也
、
村
上
秀
義
、
森
瀬
清
博
、

森
園
寛
、
山
崎
喜
国
、
山
本
良

照
、山
本
良
一
、吉
永
憲
司　

（
東
節
信　

記
）

　

11
月
22
日
（
土
）
午
前
９
時

過
ぎ
に
江
ノ
電
の
長
谷
駅
に

集
合
。
長
谷
駅
で
降
り
て
線

路
を
渡
り
、
県
道
32
号
線
に

出
る
と
す
ぐ
左
手
に
収
玄
寺

が
あ
る
。
こ
の
寺
は
日
蓮
宗

の
寺
院
で
日
蓮
の
高
弟
で

あ
っ
た
鎌
倉
武
士
の
四
条
頼

基
（
官
位
が
左
衛
門
尉
＝
唐

名
・
金
吾
で
あ
っ
た
の
で
四

条
金
吾
と
も
い
わ
れ
る
）
の

屋
敷
跡
に
建
て
ら
れ
山
号
を

四
条
院
と
い
い
、
境
内
に
あ

る
「
四
条
金
吾
邸
址
」
の
碑
文

の
揮
毫
は
東
郷
平
八
郎
。
こ

じ
ん
ま
り
と
し
て
い
る
が
な

か
な
か
風
情
の
あ
る
寺
で
、

秋
の
気
配
が
漂
っ
て
い
た
。

収
玄
寺
か
ら
北
へ
向
か
っ
て

長
谷
観
音
バ
ス
停
を
左
折
。

だ
ら
だ
ら
坂
の
突
き
当
り
が

海
光
山
・
慈
照
院
（
長
谷
観

音
）
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
。山
門
の
「
長
谷
寺
」
の
赤

い
提
灯
が
目
に
つ
く
。
境
内

に
入
る
と
、
眼
前
に
妙
智
池

と
放
生
池
。
観
音
堂
に
登
る

背
後
の
斜
面
を
含
め
、
あ
た

り
一
帯
は
か
な
り
紅
葉
が
進

ん
で
色
鮮
か
だ
。
石
段
を
上

が
っ
て
観
音
堂
に
入
り
、
本

尊
の
十
一
面
観
音
を
拝
観
。

長
谷
寺
を
出
て
長
谷
観
音
バ

ス
停
に
戻
り
県
道
を
進
む
と

す
ぐ
に
光
則
寺
の
石
の
道
標

が
あ
っ
た
が
左
に
向
か
わ
ず

そ
の
ま
ま
直
進
し
て
し
ま
い

後
戻
り
。
行
時
山
光
則
寺
は

日
蓮
宗
。
開
山
は
日
朗
上
人

で
日
蓮
上
人
を
祀
る
。
比
較

的
小
さ
な
寺
だ
が
四
季
折
々

の
花
が
咲
き
、「
花
の
寺
」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

日
は
紅
葉
が
ま
だ
色
付
き
初

め
で
あ
っ
た
が
、
山
茶
花
や

セ
ン
リ
ョ
ウ
の
赤
い
実
が
目

に
つ
い
た
。

　

次
に
訪
れ
た
の
は
鎌
倉
大

仏
。
山
号
は
大
異
山
。
高
徳

院
・
清
浄
泉
寺
と
い
い
浄
土

宗
の
寺
院
だ
。
本
尊
は
阿
弥

陀
如
来
坐
像
（
国
宝
）。
鎌
倉

後
期
作
の
青
銅
造
り
で
台
座

を
含
め
た
高
さ
は
１
３
，
５

ｍ
。
境
内
に
は
与
謝
野
晶
子

の
（
鎌
倉
や　

み
ほ
と
け
な

れ
ど
釈
迦
牟
尼
は　

美
男
に

お
は
す
夏
木
立
か
な
）
の
句

碑
が
あ
る
。
10
時
40
分
に
点

呼
を
採
っ
て
大
仏
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
へ
。

　

県
道
32
号
線
を
山
側
に
進

む
。
大
仏
ト
ン
ネ
ル
の
手
前

で
右
手
の
階
段
を
登
る
。
分

岐
を
右
に
向
か
い
源
氏
山
公

園
を
目
指
す
。
入
口
で
右
に

折
れ
急
坂
を
降
る
と
銭
洗
い

弁
天
。
入
口
に
「
宇
賀
福
神

社
」の
石
碑
が
あ
り
、
鳥
居
を

く
ぐ
っ
て
洞
窟
に
入
る
。
洞

窟
の
奥
に
市

杵
姫
命
（
弁

財
天
）
を
祀

っ
て
お
り
、

霊
水
で
お
札

を
洗
う
と
何

倍
に
も
な
る

と
い
う
信
仰

が
あ
る
。
ふ

た
た
び
急
坂

を
登
り
源
氏

山
公
園
に
到

る
。
化
粧
坂

切
通
し
の
先

の

急

坂

を

登
っ
て
頼
朝

の
像
が
立
つ

広
場
に
出
た
。
適
宜
腰
を
下

ろ
し
て
昼
食
タ
イ
ム
。
化
粧

坂
を
扇
ガ
谷
に
下
り
て
左
折

す
る
と
間
も
な
く
海
蔵
寺

だ
。山
号
は
扇
谷
山
、
臨
済
宗

の
寺
院
だ
。
境
内
に
入
る
と

正
面
が
「
龍
護
殿
」
と
呼
ば
れ

る
本
堂
で
十
一
面
観
音
を
安

置
し
て
い
る
。
左
手
に
は
仏

殿
（
薬
師
堂
）
が
あ
り
本
尊
の

薬
師
如
来
（
別
名
啼
き
薬
師
）

が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

元
の
道
に
戻
っ
て
、
化
粧

坂
入
口
を
過
ぎ
Ｊ
Ｒ
横
須
賀

線
の
下
を
く
ぐ
る
と
す
ぐ
左

手
に
八
角
の
お
堂
・
海
蔵
寺

岩
舟
地
蔵
堂
が
見
え
て
き

た
。
地
蔵
堂
の
先
を
左
折
し

て
さ
ら
に
進
む
と
浄
光
妙
寺

入
口
。
泉
谷
山
浄
光
妙
寺
は

真
言
宗
泉
涌
寺
派
の
寺
院
で

開
基
は
北
条
長
時
、
本
尊
は

阿
弥
陀
三
尊
坐
像
（
重
文
）。

Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
に
沿
っ
て
や

や
南
に
下
り
、
踏
切
を
渡
る
。

　

東
光
山
英
勝
寺
は
浄
土
宗

の
尼
寺
で
開
基
は
家
康
の
側

室
で
太
田
道
灌
の
後
裔
と
も

伝
わ
る
お
勝
（
英
勝
院
）。
本

尊
阿
弥
陀
三
尊
像
・
仏
殿
・

唐
門
・
鐘
楼
・
祠
堂
（
英
勝

院
の
墓
廟
）
は
神
奈
川
県
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

続
い
て
隣
接
す
る
寿
福
寺
に

立
ち
寄
る
。
亀
谷
山
寿
福
金

剛
禅
寺
と
い
う
臨
済
宗
建
長

寺
派
の
寺
院
で
鎌
倉
五
山
の

第
三
位
。
総
門
を
入
り
参
道

を
進
む
と
色
付
き
始
め
た
紅

葉
が
出
迎
え
、
山
門
脇
か
ら

左
に
続
く
路
を
裏
の
墓
地
へ

向
か
う
。
北
条
政
子
・
源
実
朝

の
や
ぐ
ら
（
岸
壁
に
掘
ら
れ
た

墓
）
が
あ
る
。
松
岡
幸
秀
さ
ん

ご
夫
妻
・
松
永
政
弘
さ
ん
ご

夫
妻
と
は
こ
こ
で
別
れ
、
鎌
倉

駅
に
着
い
た
の
は
午
後
３
時

前
。
駅
近
く
の
店
で
軽
く
反

省
会
の
後
解
散
し
た
。

参
加
者
（
生
田
陽
代
・
葛
城

征
志
・
坂
井
大
和
・
竹
上
英
文
・

土
田
謙
二
・
野
田
和
文
・
野

村
聡
・
松
浦
靖
弘
・
松
岡
幸
秀
・

美
知
子
・
松
永
幸
一
・
松
永

政
弘
・
紀
久
子
・
溝
部
憲
治
・

梅
谷
覚
雄
）以
上
15
名

　

恒
例
の
秋
の
懇
親
ゴ
ル
フ

会
を
９
月
17
日
（
水
）
に
習
志

野
Ｃ
Ｃ
ク
イ
ー
ン
コ
ー
ス
で

11
名
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

秋
の
天
候
で
曇
り
が
ち
で
し

た
が
涼
し
く
て
林
間
コ
ー
ス

で
大
き
な
立
木
に
圧
倒
さ
れ

な
が
ら
、さ
ら
に
大
き
な
バ
ン

カ
ー
や
多
彩
な
池
に
悩
み
な

が
ら
も
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
ほ
と
ん

ど
が
凄
腕
の
持
ち
主
で
レ
ベ

ル
の
高
い
ゴ
ル
フ
会
と
な
り

ま
し
た
。
プ
レ
ー
後
の
パ
ー

テ
ィ
で
は
全
員
で
自
己
紹
介

が
あ
り
改
め
て
経
済
出
身
者

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
と
ゴ
ル
フ

に
対
す
る
熱
意
と
努
力
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

同
期
生
に
声
を
か
け
多
数
の

参
加
で
こ
の
会
の
盛
会
を
祈

念
し
散
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
43
期
の
桑
山
茂
春

さ
ん
、
齋
藤
道
憲
さ
ん
が
初

参
加
し
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
と
な
り
ま

し
た
。

第
21
回
コ
ン
ペ
入
賞
者

優
勝
：
吉
迫
利
英
（
43
回
）

ベ
ス
グ
ロ
（
80
）

準
優
勝
：
高
橋
信
行

第
３
位
：
桑
山
茂
春

ニ
ア
ピ
ン
賞
：
山
下
正
晴
、

齋
藤
道
憲
、高
橋
信
行

参
加
者
氏
名

江
藤
浩
一
（
38
回
）、
佐
藤
泰

久
（
39
回
）、
桑
山
茂
春
（
43

回
）、
斎
藤
道
憲（
43
回
）、
吉

迫
利
英
（
43
回
）、
高
橋
信
行

（
44
回
）、
山
下
正
晴（
48
回
）、

石
松
英
二
（
48
回
）、
都　

俊

夫
（
48
回
）、
前
田
信
夫
（
48

回
）、野
村
聡（
52
回
）

（
敬
称
略
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

（
晩
秋
の
鎌
倉
散
歩
）第
69
回
歩
こ
う
会

色
付
き
始
め
た
源
氏
山
公
園
の
紅
葉

第
21
回
秋
の
懇
親
ゴ
ル
フ
会
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